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　・つくば発　ICTが切り拓く新しい農業

　・街道を行く「豪農の館」を訪ねる
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つくば発　ＩC Ｔがきり拓く新しい農業
独立行政法人　農業・生物系特定産業技術研究機構　中央農業総合研究センター

　農林水産業においてＩＣＴの利用が叫ばれはじめて相当な時間が経過した。ここつくばでは産官学連携

により、近未来に実用化、或いは試験運用に漕ぎ付けたプロジェクトが目白押だ。

データベースによる営農計画支援　賢い『スーパーコンピューター』
　このデータベースでは、農薬・肥料などの農業資

材の価格・規格・投入量・費用、農業機械や施設な

どの価格・耐用年数・減価償却費・性能・能力、労

働時間、作物の在圃期間、収量や販売価格など、農

業生産に係る技術から財務まで、広範囲な技術体系

データを総合的に蓄積・共有できる。現在、岩手県

農業研究センターとの研究開発により、水稲から園

芸、畜産にわたる８部門 52 品目 125 体系のデータ

ベースが構築されている。また山口県など他の都道

府県でも作業が始まった。新規就農者、或いは水稲

から畑作への転換する際、そのデータから栽培する

作物・品種を選択し、栽培面積を入力するだけで、必

要となる耕地面積、作業時間（人力・機械作業）、農

業機械の台数､農業施設の規模、資材投入などの生

産情報が算出される。又投入資材経費などの変動

費、減価償却費などの固定費、旬別のキャッシュフ

ローや経営収支などの財務情報が算出される。

　各県のデータベースが構築されたあかつきには公開され、インターネットを活用し、いつでも・誰でも

が利用できる。まさにＩＣＴを活用した営農計画支援プロジェクトと言える。　　　　　　

圃場を計測し、見張る『フィールドサーバー』
　このサーバーには複数のセンサ、ネットワークカメラ、無線ＬＡＮ

通信モジュール、超高輝度ＬＥＤ照明などを内蔵し、圃場の気温、湿

度、日射量等も装備され、自宅から農作物の生育経過・病害虫被害・

気象災害等の発見・管理が可能となる。土壌水分、葉の濡れ、CO2 濃

度、紫外線、害虫カウンター等の多様なセンサーも開発されつつある。

　又、各種データは自動収集し蓄積され、生産現場をインターネット

で公開する『隠さない農業』を実現する事が可能だ。

農薬の誤使用防止に『農薬ナビ』
　農薬適正使用判定サーバーシステムは誤った農薬使用を事前に警告し、適正使用を支援するシステム。

このシステムは農薬使用計画および農薬使用履歴の内容が、農薬取締法に基づく農薬登録情報で定められ

た農薬適用条件を満たしているか否かを判定するために必要な情報を提供する。又、このサーバーへ農薬

使用計画を送信すると適用条件を満たしているか否かが、登録情報と照合・判定され、もし不適切な使用

がある場合には、警告と共にその理由が表示される。現在、判定可能な項目は農薬使用回数、有効成分の
（次ページへ続く）
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　日本最大手の米作地帯、新潟でも「農業の担い手問題」が盛

り上がっている。江戸時代の百万都市と言えばもちろん江戸八

百八町を思い浮かべるが、天領であった新潟はなんと人口180万人の日本最大の領地であった。北前舟が

京文化、加賀文化を持ち込み、ずいぶん洒落た地域であった。新潟駅から観光タクシーに乗り、「豪農の

館」で有名な（財）北方文化博物館に向かった。蒲原平野を走りながら、運転手の熱心な解説に耳を傾け

る。今年は、豪雪で田圃に飛来する白鳥が20％減ったそうだ。コシヒカリは白鳥にとっても大変なご馳走

のようだ。江戸時代には、全国で1,000町歩以上の田畑を持つ豪農は10家族しかないが、その内５家族

（伊藤、斎藤、玉木、白瀬、市島）が蒲原平野に集中していた。中でも伊藤家は、明治時代に土地集積を

進め1，370町歩を有した大地主で、昭和期には作徳米３万俵の県下一の豪農となった。戦後、米国駐留軍

のラルフライト中尉が伊藤家の財産調査をした際、米国留学経験のある７代目伊藤文吉当主が通訳を交え

ず英語で会話をし、「移り行く時代の中で、忘れ去られるであ

ろう日本の伝統的な生活・文化と歴史遺産を後世に残す」こと

で意気投合し、民間初めての博物館がここに設けられた。客間

の掛け軸に目がとまった。「鍬禾日当午　汗滴禾下土　誰知盤

中喰　粒粒皆辛苦」唐時代の詩人　李紳の「憫農詩～農を憫

（あはれ）むの詩～」。　こつこつと努力・苦労を重ねることの

四字熟語の出展だ。総人口減、少子高齢化、米余りの時代が到

来する。お椀のなかのご飯一粒一粒が、皆、農民の汗と辛苦の

結晶だということをいったい誰が知っているだろうか。担い手

問題は、農家ばかりの問題でなく、消費者も含めた全国民が真

剣に勉強しなくていけない。

鍬禾日当午 禾（か）を鋤（す）いて日（ひ）午（ご）に当（あ）たる

汗滴禾下土 汗（あせ）を滴る（したたる）禾下（かか）の土（つち）

誰知盤中喰 誰（だれ）か知（し）る盤中（ばんちゅう）の喰（そん）

粒粒皆辛苦 粒粒（りゅうりゅう）皆（みな）辛苦（しんく）なるを

≪解説≫（早朝から）鋤をとって、稲を耕しているうちに、正午となった。汗が滴り落ちて稲の根元の土

にしみこんでいく。お椀の中のご飯の一粒一粒が、皆、農民の汗と辛苦の結晶だということをいったい誰

が知っているだろうか。

※禾（か）＝稲、午（ご）＝正午、盤（ばん）＝食器を盛る器、喰（そん）＝夕食・ごちそう

豪農の館の大広間。全てが欅造りになっており、

式台と戸は一枚板を使用。雨戸26枚が収まる戸

袋や座敷を囲む廊下には柱が一本もない 「釣欄

間工法」など、 贅を尽くした造りになっている。

（前ページより続く）

総使用回数、収穫前日数､適用作物､適用病害虫雑草。肥料などのほかの生産資材への応用も検討されてい

る。

　このシステムには一部の携帯電話からもアクセス可能で、圃場で農作業中でも確認できる。現在、公開

実証実験をしており下記のＵＲＬから利用登録後、無料で利用できる。http://nouyaku-navi.info/

　６月中旬に開催を予定している菱肥会ブロック交流会でこの研究の中心である“つくば中央農業総合研

究センター”を訪問視察する予定。『ＩＣＴがきり拓く新しい農業』を体験するには絶好の機会だ。
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北方文化博物館を訪ねて




